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か
つ
て
、
摂
津
国
の
小
さ
な
港
町
だ
っ
た
神
戸
は
江

せ
っ
つ
の
く
に

戸
時
代
末
期
か
ら
、
西
洋
諸
国
の
慣
習
や
文
化
、
技
術

を
取
り
入
れ
る
窓
口
と
な
っ
た
。
洋
菓
子
や
洋
装
は
こ

こ
か
ら
日
本
に
根
付
き
、
造
船
、
製
鉄
、
紡
績
な
ど
多

く
の
産
業
が
生
ま
れ
た
。
こ
れ
ら
が
兵
庫
県
内
の
経
済

の
礎
と
な
っ
て
い
る
。

　
強
い
て
兵
庫
の
企
業
人
の
性
向
を
挙
げ
れ
ば
、
自
立

心
や
進
取
の
気
性
に
富
み
、
競
い
合
い
は
あ
っ
て
も
異

な
る
価
値
観
に
は
寛
容
で
、
何
よ
り
変
え
る
勇
気
を
持

っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。
県
内
各
地
で
は
伝
統

産
業
を
重
ん
じ
な
が
ら
、
環
境
や
時
流
の
変
化
と
う
ま

く
折
り
合
い
を
付
け
、
新
た
な
産
業
を
生
み
出
す
創
造

・
共
生
の
力
を
発
揮
し
て
き
た
。

　
創
造
・
共
生
の
い
と
な
み
は
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災

か
ら
の
復
興
の
場
面
で
も
見
ら
れ
た
。
震
災
に
よ
る
辛

苦
を
バ
ネ
に
医
療
産
業
な
ど
の
新
産
業
を
創
り
出
す
姿

が
そ
れ
だ
。
さ
ら
に
は
東
日
本
大
震
災
の
復
興
支
援
で

も
う
か
が
え
た
。
逆
境
を
恐
れ
ず
、
そ
れ
の
克
服
に
向

け
て
共
に
歩
み
乗
り
切
る
。
こ
れ
は
持
ち
前
の
気
質
や

勇
気
が
あ
っ
た
れ
ば
こ
そ
な
せ
る
技
だ
。
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現
在
の
日
本
は
、
超
円
高
に
見
舞
わ
れ
、
東
日
本
大

震
災
か
ら
の
復
興
も
い
ま
だ
道
半
ば
。
中
長
期
的
に
は

少
子
高
齢
化
が
進
む
な
ど
不
安
材
料
は
多
い
。
一
方

で
、
中
国
を
筆
頭
に
タ
イ
、
ベ
ト
ナ
ム
、
イ
ン
ド
な
ど

ア
ジ
ア
新
興
国
の
経
済
成
長
は
目
覚
ま
し
く
、
世
界
中

の
企
業
が
こ
の
地
域
で
激
し
く
競
い
合
っ
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
の
新
た
な
潮
流
に
も
、

兵
庫
・
神
戸
の
企
業
は
い
ち
早
く
対
応
し
て
い
る
。
大

手
は
言
う
に
及
ば
ず
、
中
小
企
業
も
市
場
拡
大
が
続
く

新
興
国
に
打
っ
て
出
る
こ
と
で
、
新
た
な
成
長
軌
道
に

乗
ろ
う
と
懸
命
だ
。
自
治
体
、
経
済
団
体
、
金
融
機
関

も
こ
の
動
き
を
後
押
し
し
、
支
援
体
制
も
整
っ
て
き
て

い
る
。

　
変
化
を
受
け
入
れ
、
創
造
・
共
生
を
実
践
す
る
こ
と

で
、
存
在
感
を
示
し
て
き
た
兵
庫
・
神
戸
の
企
業
家
た

ち
。
こ
う
し
た
姿
勢
が
日
本
の
モ
ノ
づ
く
り
に
新
し
い

風
を
吹
き
込
む
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

創
造
と
共
生
を
力
に

写
真
右

神
戸
・
元
町
エ
リ
ア
の
メ
リ
ケ
ン
パ
ー
ク

上

兵

庫
県
に
は
全
国
的
に
名
高
い
伝
統
産
業
も
多
い

三
木
金
物
の
大

工
道
具

左

歴
史
あ
る
灘
の
酒

櫻
正
宗
の
純
米
酒

下

洋
菓
子
は
神
戸
か
ら
日
本
に
根
付
い
た

大
正
時
代
に
外

国
の
職
人
が
始
め
、
今
な
お
続
く
店
も
少
な
く
な
い

モノづくりに新しい風吹き込め兵
庫
・
神
戸
産
業
界
特
集
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